
近
代
日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
受
容
の
歴
史
は
、
杉
田
玄
白
ら

の
『
解
体
新
書
」
の
刊
行
に
始
ま
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
機
会

に
藺
学
の
興
隆
を
見
、
多
数
の
藺
害
の
翻
訳
が
試
み
ら
れ
た
。
慶

応
四
年
四
月
横
浜
に
軍
陣
病
院
が
で
き
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
き
医

官
乏
筥
旨
日
言
筐
厨
が
官
軍
の
治
療
に
当
た
っ
た
。
明
治
と
改
元

さ
れ
た
同
年
七
月
横
浜
の
軍
陣
病
院
は
東
京
下
谷
に
移
さ
れ
医
学

所
兼
大
病
院
と
な
っ
た
。
明
治
二
年
大
学
束
校
と
な
り
、
政
府
の

方
針
と
し
て
は
ド
イ
ツ
医
学
採
用
に
決
ま
っ
た
が
、
実
際
に
ド
イ

ツ
人
医
師
ミ
ュ
ー
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
来
日
し
た
の
は
明
治
四
年

で
あ
る
。

医
学
に
限
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
か
ら
ド
イ
ツ
医

学
に
肩
代
わ
り
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
幕
末
の
西
洋
の
学
問
は
、

英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
な
ど
で
広
く
学
ば

3(）

幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
の
英
米
系

医
学
の
受
容

大
滝
紀
雄

れ
る
よ
う
に
な
り
、
蘭
学
と
い
う
言
葉
は
も
は
や
適
当
で
な
く
、

洋
学
と
呼
ば
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
た
。

表
題
の
英
米
系
医
学
の
受
容
に
つ
い
て
は
二
つ
の
研
究
方
法
が

あ
る
と
思
う
。
第
一
は
書
誌
学
的
方
法
で
、
第
二
は
、
日
本
に
来

た
英
米
人
医
師
の
足
跡
と
功
績
の
追
求
で
あ
る
。

阿
知
波
五
郎
著
『
近
代
日
本
の
医
学
」
西
欧
医
学
受
容
の
軌
跡

に
よ
れ
ば
、

一
明
治
初
期
、
イ
ギ
リ
ス
系
医
学
訳
書
原
著
十
三
冊

二
ア
メ
リ
カ
系
と
く
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
系
十
三
冊

三
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
関
係
二
十
二
冊

四
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
以
外
の
ア
メ
リ
カ
書
十
二
冊

な
か
で
も
、
グ
レ
イ
の
『
解
剖
訓
蒙
図
」
、
タ
ン
ネ
ル
の
内
科
書

『
医
療
大
成
」
、
ハ
ル
ッ
ホ
ル
ン
の
「
華
氏
病
理
摘
要
」
「
華
氏
内

科
摘
要
」
、
グ
ロ
ス
『
外
科
圭
二
等
は
き
わ
め
て
需
要
が
多
か
っ
た
。

英
医
ホ
ブ
ソ
ン
合
信
の
『
内
科
新
説
』
『
西
医
略
論
』
「
全
体
新
論
』

等
は
上
海
で
漢
文
で
印
刷
さ
れ
た
。
阿
知
波
に
よ
る
と
日
本
に
お

け
る
米
英
系
の
医
学
書
出
版
の
最
盛
期
は
明
治
五
年
か
ら
九
年
で

あ
る
。
中
山
茂
編
「
幕
末
の
洋
学
」
十
九
世
紀
西
洋
医
学
の
受
容

で
は
明
治
四
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
が
多
い
。
こ
の
時
期
は
大
学
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東
校
に
お
い
て
本
格
的
な
ド
イ
ツ
系
医
学
が
ま
さ
に
開
花
し
た
時

で
あ
る
。
『
幕
末
の
洋
学
』
は
明
治
七
年
ま
で
の
全
国
各
地
の
図
書

館
蔵
書
二
百
五
十
七
部
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
だ
が
、
薬
物
書

が
主
流
を
占
め
、
内
科
、
外
科
、
解
剖
が
こ
れ
に
継
ぐ
。

阿
知
波
に
よ
れ
ば
、
訳
者
の
性
格
は
、
一
米
英
系
の
医
学
者

の
大
半
は
蘭
学
出
身
者
で
あ
る
。
二
洪
庵
の
適
塾
、
佐
藤
泰
然
、

尚
中
の
順
天
堂
塾
、
松
本
良
順
に
学
ん
だ
人
た
ち
が
多
い
。
三

東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
の
出
身
者
も
し
く
は
関
係
者
が
多
い
。

坪
井
信
良
、
島
村
鼎
甫
、
石
井
信
義
、
足
立
寛
、
田
代
一
徳
、
横

井
信
之
、
樫
村
清
徳
、
坪
井
為
春
、
緒
方
惟
準
、
松
山
棟
庵
、
三

宅
秀
、
佐
々
木
東
洋
、
長
谷
川
泰
、
高
木
兼
寛
、
桑
田
衡
平
ら
の

ほ
か
大
阪
、
境
を
中
心
と
し
た
緒
方
郁
蔵
、
松
村
矩
明
ら
。

当
時
の
米
英
系
医
学
校
な
い
し
病
院
と
し
て
は
、
慶
応
義
塾
医

学
所
、
成
医
会
講
習
所
、
築
地
病
院
、
横
浜
の
十
全
病
院
、
軍
陣

病
院
、
一
般
病
院
、
北
海
道
の
札
幌
、
函
館
病
院
、
神
戸
病
院
、

長
崎
医
学
校
、
佐
賀
病
院
等
が
あ
っ
た
。

「
医
学
近
代
化
と
来
日
外
国
人
」
世
界
保
健
通
信
社
［
付
録
］

来
日
医
学
関
係
者
リ
ス
ト
に
よ
る
と
イ
ギ
リ
ス
人
三
十
九
名
、
ア

メ
リ
カ
人
十
五
名
、
宣
教
医
四
十
七
名
で
、
そ
の
内
訳
は
イ
ギ
リ

ス
人
五
名
、
カ
ナ
ダ
人
一
名
、
他
は
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
人
医
師
で

あ
る
。明

治
二
十
年
八
月
文
部
省
告
示
に
よ
っ
て
、
千
葉
、
仙
台
、
岡

山
、
金
沢
、
長
崎
の
各
高
等
中
学
校
に
医
学
部
が
設
置
さ
れ
、
東

大
卒
業
生
が
赴
任
し
、
ド
イ
ツ
医
学
が
定
着
す
る
迄
、
日
本
各
地

で
広
く
米
英
系
の
医
学
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
く
、

種
々
の
観
点
か
ら
深
く
追
及
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

（
横
浜
市
）
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